
平成 24年 11 月 29 日 

アンケート集計結果【平成 24 年度第 3回】 

今回は「ごみに関する意識調査」を行いました。 

 

京田辺市では、『“MOTTAINAI(もったいない)”の心で“循環型まちづくり”』を基本理念

にごみを取り巻く社会経済情勢の変化に対応したごみの減量化やリサイクルなどに努め、資源循

環型社会の形成を目指し取り組んでいます。 

今後の計画や取組施策に役立てていくために、ごみに関する意識やニーズなど、市民の皆様が

ごみの減量やリサイクルなどについて、どのように考えておられるかをお聞きしました。 

 

◆たなモニ登録者数   82 人 

◆アンケート実施期間  平成 24年 11 月 7 日(水)～19 日(月) 

◆回答者数（回答率）  50 人(60.0％) 

◆担当課        清掃衛生課 

    

1．アンケート結果                                注)割合は総回答数を母数として計算 

問1 ごみ問題に関心がありますか。【択一】 

選択肢 回答数 割合 

1 非常に関心がある 15 30.0 

2 ある程度関心がある 33 66.0 

3 あまり関心がない 2 4.0 

4 まったく関心がない 0 0.0 

 



 

問 2 関心のあるごみ問題はなんですか。【複数選択】 

選択肢 回答数 割合 

1 野山や川原などに、ごみの不法投棄が多いこと 36 21.6 

2 ごみの散乱などで、まちの美観が損なわれること 37 22.2 

3 紙類や生ごみなど資源として利用できるものを活かしきれていないこと 21 12.6 

4 使い捨てによって、地球の天然資源が浪費されてなくなってしまうこと 21 12.6 

5 ごみの埋立場（最終処分場）の容量が残り少なくなってきていること 10 6.0 

6 ごみ処理施設周辺の環境への影響が懸念されていること 12 7.2 

7 ごみが大量に排出され、その処理ができなくなること 16 9.6 

8 ごみ処理に係る費用がかさんで、市の財政に負担を与えること 14 8.4 

9 特に関心があるものはない 0 0.0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問3 日頃からごみの減量やリサイクルを心がけていますか。【択一】 

選択肢 回答数 割合 

1 いつも心がけている 27 54.0 

2 ときどき心がけている 21 42.0 

3 どちらともいえない 2 4.0 

4 あまり心がけていない 0 0.0 



5 まったく心がけていない 0 0.0 

 

 

問 4 ごみの減量やリサイクルなどへの取組について、日頃、特に行っていることは何ですか。【複

数選択】 

選択肢 回答数 割合 

1 同じ商品であれば、詰め替え商品や量り売り商品などを利用する 39 11.2 

2 過剰包装を断る 30 8.6 

3 マイバック（買い物袋）などを持参し、レジ袋などはもらわない 29 8.3 

4 生ごみは水を切って、減量してから出している 27 7.8 

5 計画的に買い物を行い、ムダな物をできるだけ購入しない 23 6.6 

6 
料理をするときに、作りすぎないように、また、できるだけごみが出ない

ようにしている 
15 4.3 

7 電気製品や衣料品などは直して長く使うようにする 22 6.3 

8 流行のものよりも長く使えそうなものを選んでいる 23 6.6 

9 ごみの分別は徹底している 31 8.9 

10 
資源となる新聞・雑誌などの紙類、衣類・布類、ビン、カンなどは自治会

や子ども会などで行っている集団回収に出している 
38 10.9 

11 
紙パックや食品トレイは、公民館やスーパーなどの店舗等の回収ボック

スに出している 
38 10.9 

12 
生ごみ処理容器やコンポスト容器などで生ごみを減量化や堆肥化して

いる 
6 1.7 

13 
牛乳や酒のビンなどリターナブル製品（再使用できるもの）を購入してい

る 
11 3.2 



14 リサイクル製品やエコマーク商品を積極的に購入している 6 1.7 

15 
フリーマーケットへの参加や市のリサイクルプラザ館、リサイクルショッ

プを利用している 
10 2.9 

16 特に何もしていない 0 0.0 

 

 

 

 

 



問 5 今後、ごみの減量化やリサイクルなどを進めるうえで、特に力を入れるべきと思うものは何だ

と思いますか。【複数選択】 

選択肢 回答数 割合 

1 ごみの分別や処理などついての情報提供の充実 29 17.2 

2 環境やごみに関する学校教育の充実 27 16.0 

3 ごみの分別の徹底のための啓発活動 23 13.6 

4 新聞・雑誌などの紙類の資源物として分別収集 26 15.4 

5 プラスチック製容器包装（お菓子の袋など）の資源物としての分別収集 13 7.7 

6 集団回収団体への支援の充実 14 8.3 

7 ごみの有料化 5 3.0 

8 製造者や販売者などによるごみの回収や処理費用の負担 11 6.5 

9 製造段階からごみにならない商品の開発 21 12.4 

 

 

 



問 6 市民のごみ減量やリサイクルなどを促進するため、スーパーや製造事業者がどんな取組や

事業を進めるべきと思いますか。【複数選択】 

選択肢 回答数 割合 

1 レジ袋の有料化など削減に努める 16 9.6 

2 過剰包装をしない 36 21.6 

3 詰め替え商品の製造・販売 30 18.0 

4 リターナブル製品（牛乳、酒瓶）の取扱に努める 15 9.0 

5 リサイクルできるものは販売店での回収に努める 21 12.6 

6 使い捨て製品の製造・販売を見直す 23 13.8 

7 リサイクルしやすい製品の開発 26 15.6 

 

 

問7 京田辺市では、適正処理とリサイクルを進めるため、10種類のごみを分別して出していただく

ようお願いしています。どの程度分別して出していますか。【複数選択】 

【ごみの分別種類は、1.燃やすごみ，2.埋立ごみ，3.空きカン，4.空きビン，5.ペットボトル，6.乾

電池，7.スプレー缶，8.紙パック，9.食品トレイ，10.粗大ごみ（申込）の 10 分別です。】 

選択肢 回答数 割合 

1 １０分別を徹底している 27 54.0 



2 １０分別を心がけているが、わからないものは分別せず出している 12 24.0 

3 ８、９分別はできている 6 12.0 

4 ５～７分別ぐらいで、他は分別せず出している 4 8.0 

5 ２～４分別しか行っていない 0 0.0 

6 分別していない 1 2.0 

 

 

問 8 前問で、『5から7分別ぐらいで、他は分別せず出している』,『2から4分別しか行っていない』,

『分別していない』と回答された方にお聞きします。分別しない理由は何ですか。【択一】 

選択肢 回答数 割合 

1 分別することがめんどうだから 1 20.0 

2 あまり出さないごみをわざわざ分別する必要はないと思うから 1 20.0 

3 市が分別すると思うから 0 0.0 

4 ごみの分別の方法が分からないから 3 60.0 

5 家にごみを保管する場所がないから 0 0.0 



 

 

問 9 京田辺市では、自治会や子ども会などの団体が家庭から出る新聞や雑誌などの紙類、衣

類・布類、ビン、カンなどの資源ごみを自主的に回収する集団回収（リサイクル活動）が行わ

れています。この集団回収に参加していますか。【択一】 

選択肢 回答数 割合 

1 積極的に参加している 28 56.0 

2 ときどき参加している 8 16.0 

3 知っているが、参加しない 4 8.0 

4 知らなかったが、今後参加したい 7 14.0 

5 知らなかったし、今後も参加しない 3 6.0 

 

 

 



問10 前問で『知っているが、参加しない』と『知らなかったし、今後も参加しない』と回答した方にお

聞きします。その理由を記入してください。【自由記述】 

回答 

 自分の自治体では回収を実施していない。ぜひ実施してほしい。  

 私の居住区ではその制度が無い。回収業者と個別契約して定期的に引き取ってもらっている。  

 回収場所が不便  

 京田辺市に住んでいないため  

 長年住んでいる人がデッカイ顔して若者ってだけで見下してくるから自治会と関わりたくない  

 詳細を知らないから。  

 

問 11 京田辺市では、環境衛生センターで市民の持込ごみ（直接搬入）を受け入れていますが、ご

みを持ち込んだことがありますか。【択一】 

選択肢 回答数 割合 

1 持ち込んだことがある 33 66.0 

2 持ち込んだことがない 17 34.0 

 

 

問 12 京田辺市では現在、ごみ処理に係る費用として市民一人当たり年間約１万円以上かかって

おり、市の財源から支出しています。これについてどう思いますか。【択一】 

【平成 22 年度実績:ごみ処理に関する費用約 672,735 千円。ごみ総排出量約 20,650t】 

選択肢 回答数 割合 

1 思った以上にかかっている 25 50.0 

2 どちらかといえばかかっていると思う 12 24.0 

3 どちらともいえない 9 18.0 

4 思ったほどかかっていない 4 8.0 



 

 

問 13 京田辺市では、家庭から出る収集ごみや市民が直接環境衛生センターに持ち込まれたご

みのどちらも無料（税金）で処理しています。そのごみをたくさん出しても、少なく出しても同じ

無料（税金）で処理していますが、このことについてどう思いますか。【択一】 

選択肢 回答数 割合 

1 不公平と思う 8 16.0 

2 やや不公平と思う 10 20.0 

3 どちらとも思わない 11 22.0 

4 あまり不公平と思わない 5 10.0 

5 不公平とは思わない 16 32.0 

 

 

 



問 14 その他、ごみの減量やリサイクルなどに関してご意見がありましたらご記入くださ

い。【自由記述】 

回答 

  他の市や町に比べて市のごみ処理費用は高いのでしょうか？  

 

 10 分別をしたいなら、街頭にびん／かん／ペットボトルなど、回収場所を置くといい。

月に 1〜2回では、できないひとはできない。できないひとができるような仕組みを考

えるべき。またこれだけごみが財政を圧迫しているのに、震災がれきなど、他自治体か

らの受け入れは言語道断である。  

 

 「京田辺市はゴミの分別を徹底していない。なんでもかんでも捨てられるから楽でい

い」と他市町村の方が言っているのを聞いたことがあります。プラごみの分別をしてい

ないからかなと思います。以前住んでいた精華町ではプラゴミ分別がありゴミを分ける

のが大変でした。  

  リサイクルの収集をもっと行き易い所でしたらどうでしょう  

 

 資源ごみを早朝に盗んで回る回収業者の取り締まりを望む。Q13 の設問は不適切であ

る。通常回収でも家族数や市民税納税額がばらばらなのだからゴミの量だけで判断でき

るものではない。ゴミ収集有料化へ誘導したい市の思惑が露呈している。改善すべきは

小学校給食民営化同様に甘南備園を民間委託して最大のコスト＝人件費を大幅に削減

すること。  

  ごみ置き場は公園やその付近を禁じること  

  ゴミ問題の現状をもっとＰＲしてほしい  

 
 もちろん低コストに抑えるべきだが、きちんとした始末、再利用にいくばくかのコス

トはかかると思う  

 
 捨てることへの市民への有料化を考えるよりも、分別の徹底や指導、製造段階からの

リサイクルを考えることを徹底した方がいいと思う。  

  新聞紙や紙の箱などもっとリサイクルできると思う  

 

 田辺町のごみ減量に関する委員会に所属したことがある。そのころに比べると市民の

意識は確かに高まっている。私の腑に落ちないのは、農家でも生ゴミを出していること。

農業をしているのは老夫婦、ゴミを出しているのは若い主婦だから。ここに周知するポ

イントがあると思う。有機肥料になるのだから、少しの意識革命で、少なくとも旧村の

生ゴミはかなり減らせる。  

  ゴミ袋の有料化はできればやめてほしい  

 
 アルプラザで、手紙や紙箱などまでリサイクルしてくれ、しかも商品券をくれる。最

近はそちらに出すようにしている。市でもそれぐらいになればいいのに、と思う。また、



久御山イオンでは卵のパックも収集している。田辺ではゴミになるだけなので、収集し

たらいいのになと思う。  

  缶や瓶の回収日を月２回にしてほしい。  

  市の方針や方向つけの検討や実践評価についての行政と市民の相互確認実施  

  京田辺市まちをきれいにする条例の広報活動、罰則規定の追加  

 
 出したゴミ（資源になりそうなもの）を軽トラなどで回収している人を見かける。ど

うにかならないか？  

 

 排出ガスの問題はどうされていますか？公表されていますか？基準は適正と考えてい

ますか？誰が安全性に責任をもっていますか？責任を持つのは大変ご苦労なことです。

よってシンプルなゴミしか出ないようにしたいです。（紙くらい。）  

 放射能瓦礫の受け入れはどうなった？  

  特に無し。  

 

 「大量生産・大量消費」を促すような、宣伝・広告活動を事業者側は控えるべきであ

る。リサイクルを推進する上で重要なことは、「市民の意識」である。そこを変えない

限り、どんなにハードや仕組みを考えても効果が出ない。「必要なものを必要な分量だ

け買う」などを徹底できるよう、広報などで地道かつ着実に浸透させる。  

 

(コメント) 

たなモニのみなさん、アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。 

たなモニアンケートとは別に、18歳以上の市民から 2,000 人を無作為抽出して郵送調査を

実施しました。 

皆様からいただいた貴重なご意見は、こちらの調査結果とあわせ今後のごみの減量化・リ

サイクルの取組みを進めるうえで、十分に参考とさせていただきます。 

ご協力ありがとうございました。 

 

 

 


